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【ＳＤＧｓの取組を始めた経緯（課題や背景） 】
ICTの活用からシステム開発、保守、中古PCのリユース、リサ

イクルまで循環型事業を行っています。1996年に企業理念「人
とみどりとソリューション」を発表し、事業での地域貢献のみ
ならず社員が働きやすく働き続けられる職場環境や制度の充実
を通じて、真摯に社会課題と向き合い、その解決に直接的・間
接的に取り組んできました。

【ＳＤＧｓの主な取組内容】
放置孟宗竹林を購入して照葉樹に植え替えCO2を吸収する生き

た森へ里山再生（糸島市、1.5万坪）、人材育成（階層型教育、
ハラスメントやセキュリティ、環境等テーマ別の研修）、健康
経営（再検診推進と補助、インフルエンザ予防接種費用やジム
利用料等の身体づくり支援、部活動支援、ウォーターサーバー
設置）、防災減災（局地雨量観測システム開発、安全運転ト
レーニングアプリ提供）、資源活用（中古PC販売、廃棄機器を
素材毎に解体・分別して再素材化）、ストレス検査やエンゲー
ジメントアンケートによる職場改善などの取組を実施していま
す。

【ＳＤＧｓの取組による効果】
社会課題に取り組む企業としての責務を果たし、安全で環境

にやさしい取組を通じて、取引先からの信頼のみならず、就職
希望者から選ばれる基準として、社員のモチベーション向上、
また社員のご家族からも安心して働ける職場の指標として、ス
テークホルダーの皆様と将来に希望が持てる経営につなげてい
ます。

【企業・団体情報】
事業者名 ： エコー電子工業㈱
業 種 ： 卸売業
従業員数 ： 288名（グループ連結）
所 在 地 ： 福岡市

福岡県内事業者のＳＤＧｓの取り組み

企業理念「人とみどりとソリューション」を実践する活動

【主な取組に関連するＳＤＧｓのゴール】

【主な取組に関する写真・イメージ図】

社有林「100年の森づくり」 局地雨量観測システム「EQROS」

【その他のＳＤＧｓの取組】
・ボランティア支援（東日本や能登半島等での被災地
復旧活動、河川や海岸での清掃活動、東京五輪等）

エクロス
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【主な取組に関する写真・イメージ図】

【ＳＤＧｓの取組を始めた経緯（課題や背景） 】
地域の暮らしになくてはならない「社会のインフラ」を

目指し、総合ディスカウントストアだからこそできるサー
ビスを提供してきました。この取り組みをさらに推進する
ために、2021年にはサステナビリティ基本方針を策定し、
環境保全や地域社会に貢献するＳＤＧｓ活動を行っていま
す。全従業員が一丸となり、「持続可能な社会の実現」を目指し
て日々取り組んでいます。

【ＳＤＧｓの主な取組内容】
認証マーク付きの商品やラベルレスのペットボトル飲料

などの環境配慮型商品の開発を進めています。自治体との
災害時協定やフードドライブ活動を行うなど地域の暮らし
に貢献する活動を展開しています。また、従業員がイキイ
キと働ける環境づくりを目的に、社員のキャリア形成を促
す教育体制や男性社員の育児休業取得などに取り組むなど、
労働環境の整備を図っています。

【ＳＤＧｓの取組による効果】
容器の簡素化や原材料の見直し図った環境配慮型の開発

商品は、売上を伸ばし当社の重要な商品として成長してい
ます。店舗では、リユース・リサイクル活動を通じ、お客
様がＳＤＧｓ活動に参加できる環境づくりを推進していま
す。従業員に関する取り組みでは、2024年2月期に男性社員
の育児休暇取得率が100％を達成しました。

【企業・団体情報】
事業者名 ： ㈱ミスターマックス・ホールディングス
業 種 ： 小売業
従業員数 ： 2,391名（2024年2月末）
所 在 地 ： 福岡市

福岡県内事業者のＳＤＧｓの取組

持続可能な社会を目指す総合ディスカウントストアのSDGs活動

【主な取組に関連するＳＤＧｓのゴール】

衣類等の回収の様子 ベビーケアルームのイメージ図

【その他のＳＤＧｓの取組】
・ホワイト物流宣言を行い物流効率化を推進
・店舗に授乳室を設置し利用しやすい環境を提供
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【ＳＤＧｓの取組を始めた経緯（課題や背景） 】
当社は従来は製材所として、住宅資材（柱・床）などを取った残材での住
宅資材（瓦桟木・襖資材）の製造を営んでおりましたが、現在は、平成26年
に製造部門を分社化した就労継続支援A型事業所「ボクらの仕事場」に木
材加工を委託しております。製造で出る残材を有効活用できないかという
事で始めたのがWoodチャーム（※１）事業です。
現在では、家具資材やバットの廃材からもWoodチャームを製造委託して
います（Woodチャームの商標登録取得済み）。

※１：国産ヒノキの深い香りと上質な質感が楽しめる洗練されたノベルティアイテム。

【ＳＤＧｓの主な取組内容】
福岡県の中小零細企業がそれぞれの特性を活かしながらパートナーシッ
プで集まり、それぞれがアップサイクル（※２）商品を製造しています。具体
的には、製材所が一般住宅資材の製造を行い、その残材・廃材を弊社が
瓦屋根資材や襖資材に製造し、さらにその残材と家具製造から出る廃材か
ら Woodチャームを製造し市場に出しています。またWoodチャームを作った
残材も元の製材所に戻し、粉砕してのこ屑を製造し、畜産業者の牛床や豚
舎、鶏舎の敷料にし、堆肥となり土へ戻すまでの地域循環をしています。こ
れにより、持続可能な資源の有効活用と地域の発展を両立させることがで
きます 。

※２：本来であれば捨てられるはずの廃棄物に、デザインやアイデアといった新たな付加

価値を持たせることで、別の新しい製品にアップグレードして生まれ変わらせること。

【ＳＤＧｓの取組による効果】
商品の販売会や展示会、商談会において、弊社のＳＤＧｓ並びに

カーボンニュートラルの取組に興味を持たれるお客様が確実に増え、
商談機会が増えました。取組にご賛同いただいた企業のロゴやQRコード
をWoodチャームに入れることで、カーボンニュートラルを踏まえた企業PRに
ご活用いただいています。

【企業・団体情報】
事業者名 ： ㈲古賀商会
業 種 ： 卸売業，小売業

従業員数 ： ２名
所 在 地 ： 大川市

福岡県内事業者のＳＤＧｓの取組

カーボンニュートラルによる県産材を利用したアップサイクル商品

【主な取組に関連するＳＤＧｓのゴール】

【主な取組に関する写真・イメージ図】

折れたバットからできたWooｄチャーム

【その他のＳＤＧｓの取組】
弊社の販売する商品は製造を全て障がい者就労事業所に委託し、

雇用の増加を図りながらサステナブルな製造を行っています。
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【ＳＤＧｓの取組を始めた経緯（課題や背景） 】
ＳＤＧｓの取組を開始する前に、福岡県中小企業家同友会よりエコ

アクション２１（環境省が策定した日本独自の環境マネジメントシス
テム）の案内があり取組認定をされ活動を行いました。数年後エコア
クション２１の環境懇談会があり、取組をする枠組に矛盾を感じエコ
アクション２１を退くことになりました。弊社でやれる事を継続して
いました。ＳＤＧｓのコンサルより取組を案内され、地域の一員とし
て国内での豪雨災害が頻発する中、Co2削減の必要性を感じＳＤＧｓの

ゴール１２にチャレンジした次第です。

【ＳＤＧｓの主な取組内容】
ＳＤＧｓのゴール１２「つくる責任・つかう責任」に伴う地域社会

の一員として、循環型社会を目指して地域の経済活動の中、物品販売
での取組で地域にある物は地域で調達し、雇用創出、地域経済や文化
活動、産業活動などの活発化を目指す取組を行うとともに、Co2削減に
貢献できる3Rの実行「Reduce：出るごみを減らす、Reuse：繰り返し使
う、Recycle：資源として生まれ変わらせる」を基本理念として循環型
社会を目指し、ビジネスを通じて地域経済の雇用・納税に努めていき
ます。

【ＳＤＧｓの取組による効果】
営業活動、物品販売に際しては、ガソリン車のCo2に対する効率車両

（電気自動車）によるCo2削減、梱包資材の再利用（リユース）による
包装・割れ物の緩衝材として再利用、分別によるクラフトテープ・布
テープの除去によるリサイクルなどを継続的に行っている。

【企業・団体情報】
事業者名 ： ㈲文商
業 種 ： 小売業
従業員数 ： ３人
所 在 地 ： 福岡市

福岡県内事業者のＳＤＧｓの取組

ＳＤＧｓゴール１２「つくる責任・つかう責任」に関する活動

【主な取組に関連するＳＤＧｓのゴール】

【主な取組に関する写真・イメージ図】

リサイクルに回す洋紙 再利用する梱包材

【その他のＳＤＧｓの取組】
・食品ロスをなくすため必要とする量の食料品の調達

・空気清浄時のウイルス除去用として、安全な微酸性水の活用
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【ＳＤＧｓの取組を始めた経緯（課題や背景） 】
弊社グループ会長が船釣りへ出かけた際、沖合で一番最初に釣れた

のがレジ袋でした。この経験から、消耗資材を取り扱う企業として、
環境問題に取り組むことが責務であると考えて、ＳＤＧｓに取り組む
ようになりました。また、企業がＳＤＧｓに取り組む際にコストアッ
プに繋がってしまうために消費者の理解を得にくい背景があり、企業
がＳＤＧｓに取り組むために、まずは消費者のエシカル消費の意識を
高めることが大切であると考え、啓発活動をスタートいたしました。

【ＳＤＧｓの主な取組内容】
福岡県内のスーパーマーケット、食品工場、飲食店などの食品関連

企業が一体となって環境対応資材、食品ロス削減に向けた提案を行う
ことで、脱炭素・プラスチック削減に向けた取り組みを推進していま
す。その取り組みの一環として、業界初のエコ資材総合カタログ
「weeco(=ウィーコ)」を定期的に発行し、「いっしょに、いいエコ」
をコンセプトに、飲食店、スーパーマーケット、食品工場など幅広い
お客様に向けた使用事例を多数掲載しております。
また、次代を担う子供達への啓発として、近隣の中学２年生に来社

いただき、食品業界を取り巻く環境問題について学ぶ課外授業を実施
いたしました。そのほか、ＳＤＧｓを学ぶキャンプへの協力、イベン
トへの出展など、グループ全体で積極的に取り組んでおります。

【ＳＤＧｓの取組による効果】
食品の盛り付け事例を多数掲載することで、お客様が実際の使用イ

メージが掴みやすくなり、着実に環境対応資材の販売数が増加してい
ます。また、子供たちにとっても身近な食品業界を取り巻く環境問題
について学んでもらうことで、日常生活で自分たちにできるエコの取
組について考えてもらうきっかけになり、結果、日常生活でのごみ分
別やエシカル消費の意識向上に繋がっていると大変好評をいただいて
おります。

【企業・団体情報】
事業者名 ： ニシヤ商事㈱
業 種 ： 卸売業
従業員数 ： 約１００名
所 在 地 ： 北九州市、糟屋郡宇美町

福岡県内事業者のＳＤＧｓの取組

ニシヤ商事はじめグループ全体で社会の環境問題への意識を高める活動

【主な取組に関連するＳＤＧｓのゴール】

【主な取組に関する写真・イメージ図】

エコ資材総合カタログ「weeco」 啓発イベント出展の様子

【その他のＳＤＧｓの取組】
・使用済容器再資源化「バガスフードサイクリング」
・ＳＤＧｓ関連のアワード制度への応募
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【ＳＤＧｓの取組を始めた経緯（課題や背景） 】
スズキのコンパクトカー及び軽自動車は子育て世代の２台目の車とし
ても大変ご好評いただいており、お客様だけでなく、自社社員の子育
ても応援する、この両輪がこれからの企業には必要だと考え、様々な
取り組みを行っています。

【ＳＤＧｓの主な取組内容】
・女性従業員が育児休業から復帰する際には、自宅や保育所など状況
を把握したうえで、総務から職場責任者や上司に配慮を促し、残業
の発生しない業務へ配慮するなどの対応をとっています。

・短時間勤務制度は子どもが小学３年生まで利用可能です。多様な勤
務形態があり、希望の勤務時間や通勤距離を勘案して決定していま
す。

・子の看護休暇は子どもが小学校就学後も取得可能で、各家庭の事情
に合わせ柔軟に対応しています（給与の支給はなし）。
また、会社独自の制度として、配偶者出産休暇を特別有給休暇とし
て２日付与、また子の出生後更に５日間取得可能です。

・無給となる産前産後休暇中は、会社の給与補償があります（給与の
８割～９割ほどを支給）。また出産祝金を５千円、中学３年生まで
の子どもがいる従業員には「子育て支援手当」として、第１子・第
２子に各3千円、第３子以降には各１万円を毎月支給しています。

・子育て中の従業員に限らず、家族サービスの時間が確保できるよう、
働き方改革の一環として増員を図り、周囲がカバーできるような体
制づくりに取り組んでいます。

【ＳＤＧｓの取組による効果】
・ここ数年、出産や育児を理由として退職した女性従業員はいない。
・男性社員の育休取得実績あり。（１ヵ月以上取得した社員あり）

【企業・団体情報】
事業者名 ： ㈱スズキ自販福岡
業 種 ： 小売・卸売業
従業員数 ： ４９６名
所 在 地 ： 糟屋郡粕屋町仲原鶴町2567-10

福岡県内事業者のＳＤＧｓの取組

子育てしやすい職場環境の整備

【主な取組に関連するＳＤＧｓのゴール】

【主な取組に関する写真・イメージ図】

【その他のＳＤＧｓの取組】
・住み続けられるまちづくり「セニアカーの販売や試乗会実施」
・質の高い教育をみんなに「定期的にスズキの最新技術などを紹介する

技術講習会を専門学校等で実施」

社長と新入社員女性社員と展示車
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【ＳＤＧｓの取組を始めた経緯（課題や背景） 】
当社の「防食メンテナンス」は構造物を末永く守り活かす

ものです。事業そのものがＳＤＧｓに直結していると高く評
価されるなかで社内でもＳＤＧｓへの関心が高まり、より一
層ＳＤＧｓに貢献することが社会貢献・社員貢献に繋がると
いう強い想いから下記のような取組を進めています。

【ＳＤＧｓの主な取組内容】
まず、構造物の腐食を防ぐ当社の「防食メンテナンス」

はＳＤＧｓのゴール【11．住み続けられるまちづくり】と
【12．つくる責任つかう責任】に直結しています。
また、本社屋根に太陽光発電設備を設置し再生可能エネ

ルギーの利用にも取り組んでいます。
その他、禁煙治療の費用補助や育休支援といった健康経

営の強化、資格取得の費用補助や外部機関の講座拡充など
社員教育の強化に取り組んでいます。さらに勤怠システム
により労働時間を正確に管理するなどして労働環境の整備
を行っています。「社員の健康と成長＝事業の拡大＝ＳＤ
Ｇｓへの貢献」と捉え、様々な社内革新に努めています。

【ＳＤＧｓの取組による効果】
この３年間で、喫煙率が10％低下・育休取得率100％・国

家資格者の増加・月間平均残業時間15h以下など、目に見え
て成果が上がったことで、社員の自己成長や働くモチベー
ションの向上にも繋がっているように思います。ワークラ
イフバランスを実現できる環境が整ってきました。

【企業・団体情報】
事業者名 ： 丸栄産業㈱
業 種 ： 建設業
従業員数 ： １２０名
所 在 地 ： 北九州市

福岡県内事業者のＳＤＧｓの取組

丸栄産業のＳＤＧｓ活動

【主な取組に関連するＳＤＧｓのゴール】

【主な取組に関する写真・イメージ図】

腐食劣化診断の様子 資格取得講座の様子

【その他のＳＤＧｓの取組】
・３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）の徹底
・環境に配慮したエコドライブの徹底
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【ＳＤＧｓの取組を始めた経緯（課題や背景）】
当社グループは、経営理念として「環境にやさしく安全な社会の創

造に向けてあくなき挑戦を続ける」を掲げ、主業建設事業の重要ミッ
ションとして、頻発する自然災害からまちを守る災害に強いまちづく
りを目指して、高品質で耐久性に優れたインフラ整備に取り組んでま
いりました。
また、脱炭素社会の実現に向けて、自然災害と表裏一体であるGHG

排出量（温室効果ガスの排出量）の削減に先んじて取り組むことをサ
ステナビリティ方針に掲げ、企業価値向上に取り組んでいます。

【ＳＤＧｓの主な取組内容】
①脱炭素社会の実現に向けて、2023年度よりGHG排出量の算定・可視
化ツールを導入しCO2排出量を計測すると共に、営業拠点に太陽光
発電を設置する等、GHG排出量の削減に取り組んでいます。

②自然素材だけで作られた環境型竹短繊維入り土系舗装材「かぐや
ロード」の開発、普及に取り組んでいます。当製品は、ヒートアイ
ランドの抑制、CO2吸収効果が実証されている他、微力ながら放置
竹林問題の解決に貢献しています。

③災害時に必要とされる防災グッズや備蓄用食料の、当社オリジナル
セットを企画し、九州全域の自治体に災害時の備えを提供させてい
ただいています。

【ＳＤＧｓの取組による効果】
・CO2吸収による脱炭素社会実現への貢献。
・ヒートアイランド抑制への貢献。
・放置竹林問題への対応。
・災害時の防災グッズ・備蓄食料品の普及。
・営業拠点へのソーラーパネル設置。

【主な取組に関連するＳＤＧｓのゴール】

【企業・団体情報】
事業者名 ： 日本乾溜工業㈱
業 種 ： 建設業
従業員数 ： ３０６名(グループ連結)
所 在 地 ： 福岡市

【主な取組に関する写真・イメージ図】

かぐやロードイメージ 防災グッズラインナップ

福岡県内事業者のＳＤＧｓの取組

事業を通じた脱炭素社会実現へ向けた活動

【その他のＳＤＧｓの取組】
・社内クラブによるボランティア活動(パトラン)
・節水の周知、水回りの定期点検
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【ＳＤＧｓの取組を始めた経緯（課題や背景） 】
福岡県内では放置された竹による山林への侵入竹林面積は拡大の一途を

辿り、山林機能の低下が進行しています。山林機能の消失は河川や海洋への
深刻な影響が懸念されていることから近隣のNPO法人との協働で侵入竹林の
伐採作業を展開し、活動から発生した伐採竹を身近に眠る貴重な天然資源と
して産官学連携のもと有効活用しています。

【ＳＤＧｓの主な取組内容】
竹材の卓越した微生物誘引能に着目しました。
竹材に導かれた微生物が竹材を生活基盤として増殖・死滅を繰返し自然の

メカニズムに従った窒素と炭素の循環を行ってくれるので、生態系ピラミッ
ドの最底辺である生産者（無機物から有機物を合成する生物）からの修復を
可能にしました。
・陸地における侵入竹林の伐採管理による里山や山林の保全（ゴール１５）
・微生物誘導資材として竹材を消波ブロックなどに吹付付着した水中沈設構
造物による藻場再生の提供（ゴール１４）

・竹材を微生物誘導資材とした水域への積極活用（ゴール１３）

【ＳＤＧｓの取組による効果】
・陸地では、伐採竹を焼却することなく再利用する事で自生種の草木の復活
が確認され、健全な山林機能の再生が確認できました。（ゴール１５）

・海域では、人為的な海草植栽や海藻への栄養塩の投与など応急的な藻場再
生は提供できませんでしたが、水域の環境を育んだ自然藻場再生は進行中
です。（ゴール１４）

・海域有光層では竹材に導かれた光合成微生物の誘引増殖が確認できました。
微生物や藻類による光合成で表面海水のCO₂濃度低減が見込め、大気中の
CO₂吸収量の増加が期待できます。海水のCO₂濃度の低下は海洋酸性化の抑
制にも期待が持てます。（ゴール１３）

【企業・団体情報】
事業者名 ： ㈱グリーン有機資材
業 種 ： 建設業
従業員数 ： １９名
所 在 地 ： 遠賀郡芦屋町

福岡県内事業者のＳＤＧｓの取組

環境保全活動から発生する竹による藻場再生

【主な取組に関連するＳＤＧｓのゴール】

【主な取組に関する写真・イメージ図】

放置竹林の管理 竹による藻場再生状況

【その他のＳＤＧｓの取組】
・陸上での緑化工事に使用される高分子樹脂接合材の代替とし
て竹材を活用し水域へのマイクロプラスチックの流失を防止
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【ＳＤＧｓの取組を始めた経緯（課題や背景） 】
ＳＤＧｓと建設業・産業廃棄物運搬処理業については深い関連

性があり、建設業・産業廃棄物運搬処理業が積極的にSDGsを
推し進めることで社会や環境の問題を改善していくことができる
のではという思いから取組を始めました。
また、省エネによるコスト減や自治体の登録制度やエコアク
ション２１（環境省が策定した日本独自の環境マネジメントシ
ステム）などの認証取得でＳＤＧｓに取り組むことは、企業にとっ
てさまざま面で必要だと考え、取組を行っています。

【ＳＤＧｓの主な取組内容】
・自動車、重機機材等燃料使用量の削減に向けた取組として、
アイドリングストップの励行、車両の点検及び整備の徹底、効
率の良い運行ルートの通行、ＧＰＳ機能を備えているハイブリッ
ド車両に変更することなどを実施しています。
・廃棄物排出量の削減に向けた取組として、混合廃棄物の抑制
努力、廃棄物の選別・チェックなどを実施しています。
・『エコアクション２１』の認証を取得しています。

【ＳＤＧｓの取組による効果】
これらの取組により自動車、重機機材等の燃料使用量を削減
することができ、この取組が評価され「福岡県エコ事業所表彰
自動車燃料使用量削減部門」で最優秀賞を受賞しました。
職員一人一人の意識向上により、二酸化炭素削減だけでなく、
経費削減、安全運転の徹底など様々な効果が出てきました。

【企業・団体情報】
事業者名 ： モリタ企画産業㈱
業 種 ： 建設業
従業員数 ： １０名
所 在 地 ： 福岡市

福岡県内事業者のＳＤＧｓの取組

省エネによるコスト削減活動

【主な取組に関連するＳＤＧｓのゴール】

【主な取組に関する写真・イメージ図】

福岡県エコ事業所表彰
最優秀賞受賞

福岡県エコ事業所
登録証

【その他のＳＤＧｓの取組】
・節水の周知、水回りの定期点検、節水型トイレの設置による水使用量
の削減。

・太陽光発電の導入、ソーラー式外灯の設置で電気使用量の削減。

環境省エコアクション２１
登録証

福岡市ＳＤＧｓ
登録証

10



福岡県内事業者のＳＤＧｓの取り組み

総合エンジニアリング企業へ成長するためのＳＤＧｓ取組活動

【ＳＤＧｓの取組を始めた経緯（課題や背景） 】
会社の成長戦略の中で、社会的な存在意義を考えたとき、
事業活動領域での環境・社会への貢献、及び従業員の働き
がい働きやすいさ等を推進することで、地域社会に必要と
され続ける会社となるためには、ＳＤＧｓが不可欠である
との考えに至りました。

【ＳＤＧｓの主な取組内容】
ＳＤＧｓを経営に組み込むには、経営者に寄り添いＳＤ
Ｇｓ経営戦略を練るサポート役が必要と考え、ＳＤＧｓコ
ンサルティングで活躍されている中小企業診断士の方をＳ
ＤＧｓ経営顧問として招聘しています。
このアドバイスを受け、ＳＤＧｓ経営を実践しており、
高齢者配慮の人材配置・従業員技術資格研修等により生産
性が向上し、ＢＣＰ水処理設備施工、省エネルギー推進等
によりお客様からの当社ＳＤＧｓ経営の認知度向上につな
がっています。

【ＳＤＧｓの取組による効果】
ＳＤＧｓの取組みにより、福岡県エコ事業所登録、環境
省の環境認証制度であるエコアクション２１、経済産業省
が推奨する健康経営優良法人の認証取得を実現しており、
更には北九州市サステナブル経営認証制度の申請に着手し
ています。

【企業・団体情報】
事業者名 ： 北九制御システム㈱
業 種 ： 製造業
従業員数 ： １９名
所 在 地 ： 北九州市

【主な取組に関連するＳＤＧｓのゴール】

【主な取組に関する写真・イメージ図】

当社施工のBCP水処理設備 従業員技術資格研修

【その他のＳＤＧｓの取組】
・福岡県エコ事業所、環境省エコアクション２１認証
・経済産業省が推奨する健康経営優良法人の認証取得
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【ＳＤＧｓの取組を始めた経緯（課題や背景） 】
い草は古事記に記載があるように、少なくとも1300年以上日本人の

住環境を支えてきたとてもサステナブルな素材であるが、輸入い草、
人工い草の普及に伴い、国産のい草産業はその存続が危機的な状況で
す。我々は家具メーカーとして、い草を用いた世界中の生活シーンに
フィットするデザインの家具をつくり、海外に広めていくことで、日
本のい草産業を未来へとつなげていきたいと思っています。

【ＳＤＧｓの主な取組内容】
い草を使用した家具ブランド「Look into Nature」を立ち上げ、国

際的なインテリアシーンの中心であるイタリアミラノサローネ国際家
具見本市に出展することで、世界中の建築家、デザイナー、ディー
ラーへのＰＲを進めています。

【ＳＤＧｓの取組による効果】
本ブランドの理念には、国内のみならず、海外の多く人々から共感

を頂くことができ、ヨーロッパのインテリアシーンの最先端で活躍す
るデザイナーからこのブランドにデザイナーとして参画したいという
オファーを頂きました。その結果、製品化にいたったSAKYUというモ
デルは、世界３大デザインアワードの一つと言われるiFデザインア
ワード2024を受賞することが出来ました。
また、ミラノサローネ出展においても、本ブランドの本質的なサス

テナブル活動を高く評価頂き、初出展としては異例の展示ブースロ
ケーションを用意して頂きました。
ヨーロッパ、東南アジアを中心に、多くのディーラーとつながるこ

とが出来、事業としても少しずつ軌道に乗り始めた実感を持っていま
す。

【企業・団体情報】
事業者名 ： ㈱アダル
業 種 ： 製造業
従業員数 ： ２６２名
所 在 地 ： 福岡市

福岡県内事業者のＳＤＧｓの取組

家具メーカーのい草産業継続支援活動

【主な取組に関連するＳＤＧｓのゴール】

【主な取組に関する写真・イメージ図】

代表モデルSAKYU ミラノサローネ2024出展

【その他のＳＤＧｓの取組】
・木材の端材をペレット化し再資源化。大型３Ｄプリンターで
成形し、新しく製品化する取組など
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【ＳＤＧｓの取組を始めた経緯（課題や背景） 】
宮田織物は、生地デザイン～製織～服飾デザイン～縫製

～綿入～とじまで、繊維業界には珍しいほぼ一貫生産体制
ですが、製織工程では残糸、縫製工程では残布、綿入工程
では残綿と、工程ごとに原材料が残ってしまいます。残り
物だからと捨ててしまうのは「もったいない」。何とか活
用して生かせないかと若手スタッフが考えました。

【ＳＤＧｓの主な取組内容】
綿入袢天や作務衣、haori等の生地の製織工程（特に整経

＝せいけい）でどうしても発生する残糸を、久留米のイナ
バ株式会社様とコラボし、oddシリーズ（お洒落な手袋や靴
下、アームカバー）にアップサイクルしています。
裁断縫製時にどうしても発生する布のハギレは、大阪の

中原化成品工業株式会社様に提供し、強化プラスティック
に生まれ変わっています。
他にも、九州大学の学生様とコラボし、裁断縫製時に出

る残布と、綿入工程で出る残綿を組合わせたハンドメイド
キットも開発しました。

【ＳＤＧｓの取組による効果】
残糸を使ったodd gloveは2022年福岡デザインアワードで

金賞入賞。oddシリーズ、ハンドメイドキットは、ネットや
イベントで販売し大好評。社内でも、アップサイクル、そ
してＳＤＧｓへの意識が高まりました。

【企業・団体情報】
事業者名 ： 宮田織物㈱
業 種 ： 繊維製品製造販売業
従業員数 ： ３９名
所 在 地 ： 筑後市

福岡県内事業者のＳＤＧｓの取組

わたいれはんてん屋の残糸残布アップサイクル活動

【主な取組に関連するＳＤＧｓのゴール】

【主な取組に関する写真・イメージ図】

残糸を使ったodd glove ハギレを使った強化プラスティック

【その他のＳＤＧｓの取組】
・LED蛍光灯に順次変換、節電の推奨
・太陽光発電の導入
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【ＳＤＧｓの取組を始めた経緯（課題や背景） 】
平成２８年から３年間、当方が地域の民生委員児童委員
を担当していたある日、小学生の保護者から「登校中、子
どもが二輪車と接触事故になりそうだった」との相談があ
り、当方が現場に立つだけでも二輪車・四輪車の運転の方
も気を付けてくれるかなと思い、朝の見守り活動を始めま
した。
実際現場に立ってみると通学路、通勤路で、道幅も狭く、
車のスピードが出てしまう下り坂があり、横断歩道もない
ことで、かなり危険な場所と感じました。

【ＳＤＧｓの主な取組内容】
子ども達が横断するときは、横断歩道がないので、車が
いないときか、運転手に止まっていただいたときに、一緒
に横断しています。
ほかにも、地域の方々に対する「おはようございます、
気を付けていってらっしゃい。」の声掛けも行っています。

【ＳＤＧｓの取組による効果】
現在では、子ども達が通学していると、二輪車・四輪車
の運転の方が気を付けて運転していただくようになり、ま
た、当方が地域の方々ともあいさつを交わすようになりま
した。

【企業・団体情報】
事業者名 ： 橋爪印刷
業 種 ： 製造業
従業員数 ： ２名
所 在 地 ： 八女市

福岡県内事業者のＳＤＧｓの取組

地域朝の見守り活動

【主な取組に関連するＳＤＧｓのゴール】

【主な取組に関する写真・イメージ図】

朝の通学路の見守りの様子 朝の通学路の見守り場所

【その他のＳＤＧｓの取組】
・八女地区防犯指導委員連絡会員として、年金支給日
におけるニセ電話詐欺被害防止キャンペーン啓発活動
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【ＳＤＧｓの取組を始めた経緯（課題や背景） 】
地域に必要な医療の提供に努めるとともに、住民を対象

とした各種健康講座を行うなど病気の予防に積極的に取り
組んでいます。
また、ホームページや広報誌のほか、ＳＮＳなどを活用

し、医療情報の発信や健康増進の啓発を行っています。

【ＳＤＧｓの主な取組内容】
当院ではＳＤＧｓの視点を事業計画に取り入れ、目標

達成に向けて取り組んでいます。特に、以下のような住民
の健康づくり活動に力を入れています。
○病院まつりの開催

健康づくりの取組や当院が提供している医療などを、
楽しく学び体験できる「地域住民との交流」の場とし
て、年に1回開催。健康講座や演奏会をはじめ、院内見
学ツアーなど大人から子どもまでが魅力を感じるよう
な体験や検査を実施し、多くの方に参加してもらえる
よう取り組んでいる。

○健康講座の開催
運動や食事など参加者の関心の高いテーマを厳選し、

毎月「みんなの健康講座」を開催。その他、「糖尿病
教室」や「腎臓病教室」、地域の公民館での「出前講
座」など、様々な講座を実施。

【ＳＤＧｓの取組による効果】
上記の取組により、地域住民の健康意識や健康リテラ

シーの向上に繋がっています。

【企業・団体情報】
事業者名 ： 田川市立病院
業 種 ： 医療、福祉
従業員数 ： ４２０名（R6.10.1）
所 在 地 ： 田川市

福岡県内事業者のＳＤＧｓの取組

住民が安心して暮らせるための健康づくり活動

【主な取組に関連するＳＤＧｓのゴール】

【主な取組に関する写真・イメージ図】

健康講座 出前講座

【その他のＳＤＧｓの取組】
・第二種感染症指定医療機関として感染症診療に努めると
ともに、地域への感染予防の啓発など率先して推進。
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【ＳＤＧｓの取組を始めた経緯（課題や背景） 】
当施術所は女性柔道整復師一人で管理しています。
伝統医療である柔道整復師の業務リテラシーは社会では低
い状態であり、柔道整復師とは社会にどのような役割か、
また女性柔道整復師の役割は何かを公益社団法人福岡柔道
整復師会の会員として行政の方針にしたがって目標を定め
取り組んでいます。

【ＳＤＧｓの主な取組内容】
柔道整復師の施術所内での業務は骨折脱臼の応急手当、
医師の同意のもと骨折脱臼の施術、打撲・捻挫・挫傷の施
術、外傷性の明らかな骨・関節・筋のケガや痛みに対し自
然治癒力を最大に活用した伝統医療です。
特に災害でのケガの応急手当のため、整復固定を包帯技
術を生かし身近なものを利用し活用できる事を踏まえ、日
ごろから針金や厚紙箱で固定具制作を行い活用しています。
地域に近い存在のため防犯、防災の役割になる活動を行っ
ています。柔道整復学と災害医療学を学習し伝統医療であ
る柔道整復師の災害社会の効果に取組でいます。

【ＳＤＧｓの取組による効果】
地域の人と活動したり、ボランティア団体と交流すること
で防災、防犯に対する転ばぬ先の杖が自然と高まっていま
す。お菓子の箱での固定具つくりや晒（さらし）での包帯
づくりは小学生高学年にも有効だとわかり、小学生の頃か
ら積極的に身近に感じてもらえています。

【企業・団体情報】
事業者名 ： 山下整骨院
業 種 ： 医療・福祉
従業員数 ： １名
所 在 地 ： 久留米市

福岡県内事業者のＳＤＧｓの取組

女性柔道整復師の地域防災防犯活動

【主な取組に関連するＳＤＧｓのゴール】

【主な取組に関する写真・イメージ図】

晒（さらし）で作成した包帯 お菓子箱で作成した固定具

【その他のＳＤＧｓの取組】
・地域お祭り・防犯参加・日赤ボランティア活動
・ＤＶ被害者支援女性相談・柔整学・災害学学修
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【ＳＤＧｓの取組を始めた経緯（課題や背景） 】
がん患者の中には、抗がん剤の副作用での脱毛など外見

の変化の悩みから闘病への意欲や自信を失くしてしまう人
が多くいますが、そういった外見の悩みを相談できる場所
は少ないのが現状です。

【ＳＤＧｓの主な取組内容】
ウィッグのレンタルを通じて患者と長年接してきたNPO

（ＮＰＯ法人ウィッグリング・ジャパン）と、美容室の
ネットワークを持つ総合美容商社（㈱ダリア）、がん治療
の薬の知識を持つ薬局（㈱タカラ薬局）の協働により、が
ん患者に寄り添ったサービスを提供できる美容師を養成す
るための講座を全国で実施しています。

【ＳＤＧｓの取組による効果】
がんや薬に関する基礎知識やがん患者に対するコミュニ

ケーションマナーなど、それぞれの専門家による講義のほ
か、実習型のワークショップも取り入れることで、実践的
なスキルアップにつながる講座で、がん患者が安心して相
談できる居場所づくりにつながっています。
講座修了者の在籍する美容室では、がん患者の希望に応

じて、ウィッグのカットや脱毛時のサポート、自毛、再生
毛のケアなどを行うほか、NPOが全国から寄附を受けた
ウィッグを安価に提供することで、がん患者の外見ケアの
サポートに寄与しています。

【企業・団体情報】
事業者名 ： ＮＰＯ法人ウィッグリング・ジャパン
業 種 ： 医療、福祉
従業員数 ： ３名
所 在 地 ： 福岡市

福岡県内事業者のＳＤＧｓの取組

ＮＰＯと企業が協働したがん治療中の患者をサポートできる美容師の養成

【主な取組に関連するＳＤＧｓのゴール】

【主な取組に関する写真・イメージ図】

講座修了者の集合写真 講座の様子

【その他のＳＤＧｓの取組】
・がん治療経験者の治療と仕事との両立支援（雇用）
・がん治療中の美容・生活面の情報メディアの運営
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【ＳＤＧｓの取組を始めた経緯（課題や背景） 】
結婚式を通してＳＤＧｓウェディングの企画・ご提案に
取り組んでいます。現在、福岡を中心に５つの結婚式場と
２つのレストランの運営していくなか、地域住民の幅広い
年齢の皆さまと一緒にウェディングだけでなく各種さまざまなマ

ルシェや地域イベントの企画・運営により、地域企業としてＳＤ
Ｇｓの活動にも貢献していきたいという思いでスタートいたしま
した。

【ＳＤＧｓの主な取組内容】
全店にてパーティーでのプラスティックストローを廃止
するとともに、誓いのセレモニーとして「水合わせの儀」
をアレンジしたオリーブの植樹、招待状や席札などのぺー
パー類の再生紙利用やデジタル化、お持ち帰り紙袋のオリ
ジナルエコバッグへの変更等をご提案しています。特にサ
スティナブルに関心の高いといわれるＺ世代の方々に好意
的に受け入れて頂いています。
また福岡県パートナーシップ宣誓制度にも賛同し、LGBTQフ

レンドリー企業として結婚式を望む全ての方々の応援にも力を
入れています。

【ＳＤＧｓの取組による効果】
若い世代の方々からはジェンダー平等の理解を頂いたり、
プラスティックの代わりにサトウキビの天然成分でできた
ストローの利用、披露宴内での再利用や食品ロスの削減に
取り組む姿勢は地域の皆さまから共感の声を頂いています。

【企業・団体情報】
事業者名 ： ㈱アルカディア
業 種 ： 生活関連サービス業
従業員数 ： １３０名
所 在 地 ： 久留米市

福岡県内事業者のＳＤＧｓの取り組み

結婚式を通じて取り組むＳＤＧｓ活動

【主な取組に関連するＳＤＧｓのゴール】

【主な取組に関する写真・イメージ図】

再利用可能なオリジナルエコバッグ ジェンダーレストイレの案内

【その他のＳＤＧｓの取組】
・５店舗すべての式場でオールジェンダートイレを設置
・ 「ふくおかの地魚応援の店」に登録し地産地消を推進
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【ＳＤＧｓの取組を始めた経緯（課題や背景） 】
当社グループは、2018年度より経営計画にＳＤＧｓをビ

ジネスモデルに組み込み、社会と共に価値を創造すること
で持続的な成長を実現する企業の在り方を提示しています。
今回、（株）久留米リサーチ・パーク（久留米市・福岡

県等が出資）が主催する「くるめＳＸ経営研究会」に講師
ならびにファシリテーターとして参画しました。
本研究会は、サステナブル経営を理解し、自社の課題や

社会的役割を認識すると共に、社会的な要請を経営に取組
み、ＳＸ（サステナビリティ・トランスフォーメーショ
ン）経営の成功モデルとなることを目的とするもので、８
事業者が参加しました。

【ＳＤＧｓの主な取組内容】
本研究会では、４回に渡るセッション（勉強会・ワーク

ショップ）を経て、各社が自社の強みを活かして地域課題
を解決する具体的な取組及び目標を検討・発表しました。
８事業者間相互の理解を深め、セッションに参加したゲス
ト企業との交流もあり、地域の共創取組みへの発展が期待
されます。

【ＳＤＧｓの取組による効果】
本研究会に参加した８事業者は、福岡県ＳＤＧｓ登録制

度に登録済み。これにより、各社のＳＸ経営を社内外に発
信し、取組の実効性を高め、持続的な成長につながる効果
がありました。

【企業・団体情報】
事業者名 ： 三井住友海上火災保険（株）福岡支店
業 種 ： 保険業
従業員数 ： １６０名
所 在 地 ： 福岡市

福岡県内事業者のＳＤＧｓの取組

地域の共創取組みに関与しＳＸ経営成功モデルを創出

【主な取組に関連するＳＤＧｓのゴール】

【主な取組に関する写真・イメージ図】

講義風景 ワークショップの様子

【その他のＳＤＧｓの取組】
・地域企業の防災・減災支援、ＢＣＰ策定支援
・脱炭素、カーボンニュートラル支援など
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【ＳＤＧｓの取組を始めた経緯（課題や背景） 】
当センターでは、遺言書の作成、認知症対策、亡くなっ
た後の財産引継ぎのサポートを行っています。近年、核家
族化や「おひとり様」の増加に伴い、寄付に関するご依頼
が増加しています。寄付先に迷われる依頼者に対し、地元
への寄付が可能であり、その支援もできることをお伝えす
ると、「自分亡き後、残った遺産を地元に還元したい」と
の声を多くいただくようになりました。これを受け、遺言
を活用し、社会貢献団体へ寄付する仕組みを構築しました。

【ＳＤＧｓの主な取組内容】
遺贈寄付を希望する方に対し、遺言書作成の啓蒙活動や
作成サポートを行い、さらに遺言執行を通じて、寄付を希
望する方と地域団体等の橋渡しをしています。

【ＳＤＧｓの取組による効果】
「自分亡き後の財産を、国や疎遠な親族ではなく、お世
話になった地域や団体に渡したい」という方々の想いに応
えるとともに、世界遺産、国際機関、そして地元で社会貢
献を行う団体等へ活動資金を橋渡ししています。これによ
り、これらの団体の活動が活発化し、ＳＤＧｓの目標達成
に貢献しています。

【企業・団体情報】
事業者名 ：（一社）日本相続知財センター福岡支部
業 種 ： その他サービス業
従業員数 ： ５名
所 在 地 ： 福岡市

福岡県内事業者のＳＤＧｓの取組

日本相続知財センターによる地元への活動資金橋渡し支援

【主な取組に関連するＳＤＧｓのゴール】

【主な取組に関する写真・イメージ図】

寄付先の一例
（福岡市動物園）

【その他のＳＤＧｓの取組】
・「障がいのある子の親なき後対策」のサポート
・売れない不動産の処分サポート

寄付先の一例
（福岡市消防局）
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【ＳＤＧｓの取組を始めた経緯（課題や背景） 】
“そのまま飾れて配送中に萎れる心配が無い生花商品”と

してアレンジがよく知られていますが、吸水性スポンジが欠
かせません。これは一度限りの使い捨てプラスチック製品で、
多くのプラスチックごみとなります。この生花業界の現状に
疑問を持った事が“そのまま飾れてアレンジより日持ちする、
宅配向き生花商品”でありながら、吸水性スポンジ不使用の
ミラクルデザインブーケ開発に繋がりました。

【ＳＤＧｓの主な取組内容】
当事業所が特許を保有するミラクルデザインブーケⓇは、

手間不要の生花商品でありながらアレンジより日持ちし吸
水スポンジ不使用なので、上記経緯に記載の課題を解決し、
プラスチックごみ削減に寄与します。ミラクルデザイン
ブーケⓇの技術を取り入れ製作販売する生花店にも、それ
を購入する消費者にもＳＤＧｓ実践のツールを提供する事
になります。現在まとまった数を納品する仕事があり、製
作を請け負う生花事業者や６次産業化に取り組む花卉農業
事業者を探しています。

【ＳＤＧｓの取組による効果】
地域の生花店や生協と連携してプラスチックごみ削減に

繋がる技術を商品化しており、エンドユーザーである消費
者にも“活用するだけでＳＤＧｓ実践”ができる機会を提
供しています。花卉農家の６次産業化にも当技術の活用が
効果的で、実現すればＳＤＧｓの目標を複数達成する事に
なります。

【企業・団体情報】
事業者名 ： フラワークリエーション
業 種 ： 教育，学習支援業
従業員数 ： １名
所 在 地 ： 福岡市

福岡県内事業者のＳＤＧｓの取組

当事業所が特許を保有する技術であるミラクルデザインブーケⓇを活用した
プラスチックごみ削減に繋がる生花関連商品を広める活動

【主な取組に関連するＳＤＧｓのゴール】

【主な取組に関する写真・イメージ図】

ミラクルデザインブーケ® ミラクルデザインブーケ®の活用イメージ

【その他のＳＤＧｓの取組】
・地域の生花店や生協と連携しての商品化による
｢パートナーシップによる目標達成｣

フラワークリ
エーション

新たな市場＝従来
の生花商品ではカ
バーできなかった

シーン

従来の市場

花事業者

ＭＤＢ制作
ミラクルデザインブーケ
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【ＳＤＧｓの取組を始めた経緯（課題や背景） 】
これまで、様々な人権保護の取組が整備されてきたにもか

かわらず、弊社においてはこういった取組についての学び
の場がなかったため、社員一人一人の人権に対する意識や
知識の不足を感じておりました。
多様性を求められる中で企業として、環境問題だけでな

く人権尊重等にも真剣に取り組むことが求められていると
思い、取組を始めました。

【ＳＤＧｓの主な取組内容】
まずは管理者や経営者が人権に対する知識をしっかり持ち

従業員へ周知することが大事と考え、積極的にセミナーな
どへ参加しジェンダーレスについて学びました。
その後、外部講師を招き社員全員へＬＧＢＴを題材にし

た講習を開催しました。

【ＳＤＧｓの取組による効果】
講習後、アンケートを取り意見を集めた結果、ＬＧＢＴ

についてほとんどの社員から「今まで周りにいなかった」
という考えから、「気づかなかったんだ」という考えに変
わったという意見が多く出ました。
ＬＧＢＴの当事者を講師に招いたことで、より身近に感

じられ多様性について社員の意識をかえるきっかけになっ
たと思います。

【企業・団体情報】
事業者名 ： ㈱都市資源開発
業 種 ： 解体工事業、産業廃棄物収集運搬・処分業

従業員数 ： ３８名
所 在 地 ： 福岡市

福岡県内事業者のＳＤＧｓの取組

社内の人権尊重活動

【主な取組に関連するＳＤＧｓのゴール】

【主な取組に関する写真・イメージ図】

ＬＧＢＴ講習の様子 地域花植え活動のイメージ図

【その他のＳＤＧｓの取組】
・地域での花植え活動への参加
・エコアクション21の活動を通じて環境負荷低減活動
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【ＳＤＧｓの取組を始めた経緯（課題や背景） 】
少子高齢や人口減少、若者の都市部への流出により、地

域の中で空き家が増えてきました。個人や家族の問題（相
続・家の中の荷物等）だけでなく、近隣住民等への影響
（治安・市場価値の下落等）があり、空き家課題≒地域課
題の解決に向けて取組を行っています。

【ＳＤＧｓの主な取組内容】
①空き家の利活用・発生抑制
②空き家対策の担い手育成
③産官学連携
④住教育
空き家課題≒地域課題解決のために、①～④の取組を中

心に、地域住民の意識の涵養や相談体制の整備、行政との
協働による課題解決、更に将来の住まいの担い手となる子
供たちへの住教育の支援等、ソーシャルビジネスと捉え継
続して事業展開しています。

【ＳＤＧｓの取組による効果】
・地域の空き家の減少、発生抑制
・空き家利活用による地域経済の活性化
・多世代交流の拠点の創出
・各専門家や諸団体との横連携によるワンストップ対応
・地域の見守り体制強化、防犯
・官民連携の促進

【企業・団体情報】
事業者名 ： イエノコト ㈱
業 種 ： リフォーム業・不動産業
従業員数 ： １１名
所 在 地 ： 太宰府市

福岡県内事業者のＳＤＧｓの取組

空き家課題≒地域課題の解決に向けた取組

【主な取組に関連するＳＤＧｓのゴール】

【主な取組に関する写真・イメージ図】

空き家予防啓発の様子 空きアパート利活用の様子

【その他のＳＤＧｓの取組】
・ITを活用した在宅勤務制度の実践
・建築業界における女性活躍の推進
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【ＳＤＧｓの取組を始めた経緯（課題や背景） 】
作業療法士である創業者は、病院勤務の経験から、食事や社
会的孤立といった課題を抱える高齢者が多くおられるという状
況に直面してきました。また、創業者は同市内の農家出身であ
り、後継者不足などによる地元農業の将来への問題にも直面し
ていました。食事を中心とした事業を通して、高齢化によるこ
れらの課題に取り組みたいと考え、作業療法士やケアマネ
ジャーの資格を持つ創業者の経験やネットワークを活かした惣菜店
事業を開始しました。

【ＳＤＧｓの主な取組内容】
・惣菜店には座席を設けており、買い物ついでにコミュニケー
ションをとれるよう工夫している。
・惣菜販売の際に、買い物に来る高齢者の見守り活動を行って
おり、民生委員などと連携しながら高齢者の安全・安心に努
めている。
・惣菜店に隣接するデイサービスでは、近隣保育園などと連携
し、高齢者に社会的役割を担っていただくなどの取り組みを
行っている。
・農業と福祉の連携により地産地消を推進し、地元農業の活性
化を図っている。

【ＳＤＧｓの取組による効果】
上記取組は、高齢者在宅生活の安全・安心につながるだけで

はなく、高齢者の生きがいづくり、地産地消による農業活性化、
高齢化による社会的課題への相互理解の促進などにも寄与する
ものと考えています。

【企業・団体情報】
事業者名 ： ㈱アクティブ・ライフ・サポート
業 種 ： 惣菜、介護、農業
従業員数 ： ４６名
所 在 地 ： 北九州市

福岡県内事業者のＳＤＧｓの取組

社会的課題への惣菜・農業・福祉の連携による取り組み

【主な取組に関連するＳＤＧｓのゴール】

【主な取組に関する写真・イメージ図】

惣菜店の様子
デイサービスでの高齢者から

保育園児への贈り物

【その他のＳＤＧｓの取組】
・フードロスの削減、ビニール袋使用削減の取り組み、
など

24


